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小児大腿骨頭の虚血性壊死 (LCPD) の MR 像については，信号強度の変化が報告されているが，形態の変化に
ついての記載は少ない。また単純 X 線像では，擢患した大腿骨頭の変形を Epiphyseal Index (EI)を用いて評価
してきたが，これは骨端核の骨の変化を示すものであり，骨端核を取り囲む軟骨の変化については全く評価できないo
MRI では，成長軟骨と関節軟骨が明瞭に描出されることに着目し， LCPD 診断に際して大腿骨頭の軟骨の変化を評
価できる Epiphyseal Index for MRI (EIM) という新しい指標を提唱しその有用性について検討を加えた。
【方法】
臨床症状および単純 X 線像から LCPD と診断された男児15例( 4 歳から 17歳)の，罷患骨頭は単純 X 線像により
Stage1壊死期 (n= 4 ，平均5. 3歳)， Stage2分節期 (n= 15，平均7. 4歳)， Stage3治癒期 (n= 12，平均1 1. 7歳)に
分類された。1. 5T 超伝導型 MR 断層装置体幹用コイルを用いて，両股関節の T 1 強調冠状断像を撮像した。撮像回
数は l 例 4 回， 1 例 3 回， 7 例 2 回， 6 例 l 回で計27回であり，撮像には Spinecho 法を次に示す条件で用いた。
TR/TE = 500 -600/20msec , Slice thickness = 4 -5 mm, matrix = 128 X 256 or 256 X 256，励起回数 2 回， FOV 二
22 -30cm 
骨頭中央を通る MR 像で，関節軟骨上面と成長軟骨下面を結んだ距離(高さ H)，関節軟骨の最内側から最外側の
距離(横径 W) を計測しそれぞ、れについて患側と健側の比を求めた。また，患側および健側それぞれの EIM=高
さ H/横径 W を算出し正常と LCPD の各病期において，これらを比較検討した。
【成績】
4 歳から 14歳における健側骨頭の EIM の分布はO. 39から0.60の間であり，年齢が高くなるに従って減少する傾向
が認められた。そこで，年齢による影響を除くため患側と健側の EIM の比， EIM Quotient (EIMQ) =患側 EIM/
健側 EIMX100 (%)を求め，検討に加えた。
LCPD の各病期の H ， W, EIM , EIMQ を比較すると，壊死期と分節期に次のような相違が認められた。
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壊死期の高さと横径は健側と殆ど変化なく，高さについては患側/健側=1. 10，横径については患側/健側=1. 10, 
EIMQ の平均は90. 9%であった。 EIM はすべて健側の分布範囲内であった (n= 4, mean = 0.51 , SD = 0.045) 。
分節期には高さの減少と横径の増大が認められ (H= 0.74, W = 1.20) , EIM はすべて壊死期の値を下まわってい
た (n= 15, mean 二 0.31 ， SD = O.055)。
また，壊死期から分節期に数回撮像された 3 例で， EIM は明らかな低下を示していた (0.56→0.3 1， 0.50• 0.33, 
0.50• 0.46• 0.25)0 EIMQ は6 1. 7%であり，年齢の増加を考慮しても分節期における EIM の低下が明らかであっ
fこO
治癒期では，高さと横径が健側に近づく傾向がみられ (H ニ 0.82， W ニ1. 11) , EIMQ の平均も73.9% と分節期よ
りやや大きな値を示したが， EIM がぱらつきが大きく分節期との聞に有意差は認められなかった (n= 12. mean = 
0.31 , SD = 0.077)。
【総括】






EIM は， LCPD の壊死期と分節期を区別するうえで有用な，新しい指標である。
論文審査の結果の要旨
本論文は，ペルテス病の MRI の為に考案した指標によって， MRI でしか描出できない軟骨の変化から壊死期と
分節期の鑑別点を示している。これは，従来の報告にない新しい知見であり，単純 X 線像でなされてきた本疾患の
病期分類が， MRI で成し得ることを示した点で，臨床的にもたいへん有用である。
また，症例は数年間経過観察され，単純 X 線像と対比に基づいて検討されており，結果の客観性信頼性は高く，
学位に値するものと認める。
